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札幌北高同窓会役員報告（2009.02.24） 

１ 委員長挨拶（コンセプト等） 

２ 30期自己紹介 

３ 委員長報告 

   （報告事項） 

・第 105 回総会は、8/8（土）札幌パークホテルで正式決定 

・会費は８千円に値上げする。 

・1/24（土）に東京楡の会運営委員会へ参加した。東京楡の会役員へ挨拶。 

・2/4（水）北高へ行き、校長先生・教頭先生へ挨拶 

・子幹事（44 期）および次期幹事（31 期）について 

４ 各部からの報告 

５ 現役支援について（彩風塾30） 

６ 役員の皆様からのご指導・アドバイス、意見交換 

 

 

 

 

 

 

第105回 札幌北高同窓会総会へのコンセプト（第30期幹事） 

 コンセプト：「３つの心」 

○おもてなしの心 

  総会幹事として、おもてなしの心を大切にして準備にあたり、総会を行う。 

○つないでいく心 

  これまで104回もの歴史を刻んできた同窓会であり、総会幹事をきっかけに幹

事期が結束し、確実に次へつないでいく。（輝流（輝く流れ）をつないでいく。） 

○育てる心 

  現役生に対し同窓会の存在を知らせることが、若い世代の参加につながる。 

  また、お世話になった高校への恩返しの意味からも、現役支援を積極的に行い、

若い世代を育てる。 

 

行動指針 

○楽しむ心 

  上記コンセプトを踏まえつつ、30年ぶりに集まった同期が、楽しみながら準備

を進める。 
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＜各部からの報告＞ 

★総 務 部 

藤田真（部長）、受川弘子（副部長）、ほか７名の９名体制 

１ 同窓会総会について 

  テーマ 輝流 ～さらに３０年の輝ける流れ～ 

日 時 平成２１年８月８日（土） 

場 所 札幌パークホテル 

２ 総会決起大会 

  日時 平成２１年４月１８日（土） 午後６時３０分 

  場所 札幌サンプラザ 

３ これまでの経過 

（1） 運営委員会、部会等 

これまで４回の運営委員会と２回の部会を実施。 

（２） ホームページ 

  ３０期HPを立ち上げている。（同窓会HPにリンク済み） 

４ 今後のスケジュール 

・総会決起大会の準備    ３月上旬 

・誌上同窓会冊子の作成    ７月下旬 

・総会運営体制の準備・調整 

 

★会 券 部 

田中淳一（部長）、村山淳（副部長）、ほか６名の８名体制 

１ これまでの経過 

◇29期会券部からの引き継ぎ：H21.1.23（金） 

◇第１回会券部打ち合わせ：H21.2.23（月） 

会券案の検討、案内状の内容検討や今後の作業スケジュールなど 

◇印刷会社打ち合わせ：H21.2.9（月）／佐藤印刷根本氏 

・見積もり依頼（会券印刷、封筒印刷、振替用紙印刷） 

・会券案の作成依頼 

・スケジュールの確認 

２ 今後のスケジュール 

◇会券のデザイン、案内状の内容決定：3月中旬 

◇印刷会社への発注最終調整（他部との調整を含む）：3月中旬 

◇印刷できあがり：3月下旬 

◇会券袋詰め作業：3月下旬 
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★広 告 部 

土田拓（部長）、梅本和彦・山崎誠（副部長）、ほか19名の22名体制 

１ 広告部の体制 

・本年は、「100年に一度」、「未曾有」と言われる厳しい経済情勢もあり、例年
に比べ広告に協賛いただくことが非常に難しい状況にあると考えています。 
・しかし、女性支援部隊（名称：AKB48）8名を含め、医師・歯科医師・建築
柔道部幹事など、20 名程度の幅広い分野のメンバーを集め、「採算が取れる
レベル」を最低限の目標として、活動を続けております。 

２ 活動状況 

○29期広告部からの引継ぎ（2008.11.28および 2009.1.19） 
・業務内容、留意事項、広告に協賛していただいた方のリスト等の引継ぎ 
（心温かい、励ましの言葉もいただきました） 

○広告部会（2008.2.14） 
  ・作業内容、各人の役割の確認、今後のスケジュール等の確認 
○今後のスケジュール 
・広告に協賛していただく方の獲得に向けて、リストの整理を始めており

ます。 
・4月 18日の総決起集会で出席される皆さまにお願いさせていただくとと
もに、4月下旬には「申込のお願い」を発送する予定です。 

 

★編 集 部 

柴田哲史（部長）、畑澤隆一（副部長）、ほか３名の５名体制 

１ 編集部方針 

・８月８日の総会までに会誌発行。 

・第 105回同窓会総会コンセプトである「おもてなしの心」、「つないでい

く心」、「育てる心」を会誌にも反映し、「楽しむ心」で記事編集に当たる。 

２ 進捗状況 

◇29期編集部からの引き継ぎ（2008.11.17） 

◇第１回編集部打ち合わせ（2008.12.5） 

◇第２回編集部打ち合わせ（2009.1.27） 

特集記事の候補提出と内容検討、等 → 特集記事ほぼ出揃う 

◇印刷会社打ち合わせ（2009.2.9） 

岩橋印刷担当川口様と打ち合わせ 

・29期作業と同程度での業務を依頼 

・見積もり受け取り（昨年同額） 

・発行スケジュール確認 

・編集作業上の注意点等確認 
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★会場企画部 
  坂本橘（部長）、相沢尚文（副部長）、ほか５名の７名体制 

１ 会場の決定 

昨年と同様、札幌パークホテル（３階パークホール）にて開催することに

決定。 
２ ホテルとの打ち合わせ（第１回目） 

平成 21 年１月 21 日（火）、 パークホテルにて 販売第四グループ 福
原氏と打ち合わせ。 
昨年と同規模での開催ということで、必要な部屋を確保。 

３ 当日企画等 

当日企画等については、今後、検討していく。 
 
 
★お 茶 会 部 
  高田嘉子（部長）、扇谷陽子（副部長）、ほか２名の４名体制 

１ これまでの経過 

□ １月上旬 前年度当番期（29期）と引継ぎ 
□ １月中旬 
１ 北高校茶道部顧問の田畑先生に電話にて挨拶 

直接指導されている塚崎先生にも打診するようアドバイスを受けた。 
 ２ 会場の札幌パークホテル担当者と大まかな打合せ 
 ３ 塚崎先生に、８月８日の総会についてと茶道部の協力について依頼。 

快諾を受ける。部員との顔合わせを兼ね、5月に訪問することとした。 

２ 今後のスケジュール 

４月：直接指導されている塚崎先生と訪問日の日程調整 
5月：茶道部員を顔合わせ・ 
6月：当日使用する茶道具等の詳細打合せ 
7月：学校際茶道部に総会当日の予定と差し入れ 
7月下旬：当日使用する茶道部所有の茶道具の借入と搬出 
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★現役支援事業について 

 

１ 運営委員会決定 

・30期運営委員会で現役支援事業を継承することを確認。 

・とりまとめ担当者は柴田（編集部長兼任）。今後、必要により増員。 

・第105回同窓会総会コンセプトの第３の柱「育てる心」にあるとおり、「現

役生に同窓会の存在を知らせることが、若い世代の参加に繋がる」との認識

の基、30期としても積極的に現役支援を行う。 

 

２ 北高との調整状況 

２月４日に運営委員会委員長と北高へ伺い、角張校長にご挨拶するとともに

現役支援事業の継承について表明、引き続き宮嶋・天田両教頭と打ち合わせを

行った。 

 

打ち合わせ事項 

・30期は 29期現役支援事業を継承し、平成21年度も29期と同様な事業

を北高との協力のもと展開する。 

・30期事業内容は 29期事業と同程度とし、北高新年度進路指導行事に組み

込んでいただく。 

・29期が実施した現役支援事業に対する北高側の評価を整理することで、北

高としてのニーズ把握に役立てていただく。 

・北高で 29期実績を踏まえつつ進路指導ニーズを整理していただき、30期

現役支援事業にそのニーズを反映する。 

・彩風塾等の開催時期は、北高側の都合もあり、夏休み明けから開催予定。 

・彩風塾開催教室は29期と同じ視聴覚室の予定。各回参加者は最大40名程

度の規模を想定。 

・北高で事業ニーズの整理後（２月中を目処）、内容についてリクエストを

いただき、これを基に彩風塾メニュー等の検討に入る。 

 

以上 


